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次　回
11月８日の
例　会

　皆様こんにちは、この御厨地方もいよいよ冬の訪れが見え始めました。皆様方には
お体を十分気を付けて頂きたいと思います。
　又、今月は職業奉仕月間並びに米山月間となっております。後程神谷高義さんには
卓話を宜しくお願い致します。
　それでは富士山シリーズ第16話　富士講の創始についてお話をさせて頂きます。

⑯富士講の創始
　富士山を信仰する登山団体に富士講がありますが、その開祖は長谷川武邦という人物です。武邦は常陸国
水戸で修業に入ると、神様のお告げを受け、富士山に修業の場所を求めました。富士宮市の人穴を住みかと
して修業の生活に入ると、洞穴に４寸５分の角材を立て、その上で千日の立行を行いました。この行が成就
して、武邦は角行という行名を名乗ります。
　その後も人穴を拠点に角行は各地の霊場を巡礼し、富士講の元となる教義を確立していきました。角行は
呪術師としての性格も強くなりフセギというお守りを作り、御身抜という独自の文字で書かれた掛け軸を崇
敬者に配り、それを受けた者は災難を免れるといって信者を獲得していきました。
　一説には、天正11年（1583）、後に江戸幕府を開く徳川家康に会っており、家康は角行の御陰で難を逃れ
ることができたとも記録されています。家康は角行に対し感謝の礼を行おうとしましたが、角行は「浅間大
菩薩お告げによりあなたは天下泰平の道を開く人物であるから、私心を捨て、天下万民の為に尽くしなさ
い」と述べたといいます。
　江戸時代の初めに江戸の町でつきたおしという疫病が流行すると、多くの犠牲者が出ました。この時、角
行はフセギをもって病を治したところ、多くの命が救われたとあります。しかし、江戸幕府
はフセギという怪しい呪術を行い、人民を惑わしているとして、取り締まりを行いました。
このようにして、角行が興した富士講はその後江戸の町に盛んに広まりをみせました。当初
は講という組織的なものではなかったようでありますが、各地で講が設けられるようにな
り、お江戸八百八講と称されるまでになり、江戸中期頃には最も隆盛を極めました。
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●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／ロータリー財団月間にちなんで
　　　　　　　ロータリー財団委員会
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※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。10/25の出席報告 10/25のスマイル

・先週の観月会ではお世話になりました。
高村会長、臼井幹事、戸栗会計
・先週はご利用ありがとうございました。
斉藤礼志君
・先週の観月会には大勢のご参加ありがと
うございました。親睦活動委員会

10/11のメーキャップ
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　米山月間は日本にだけあるロータリーの月間です。
言うまでもなく日本ロータリーの創設者、米山梅吉氏
を偲ぶと共に功績や意志を再確認するために設けられ
ました。
　公私ともに奉仕の精神で生涯を貫いた活動を、現在
では全国のロータリークラブによって受け継がれてい
ます。米山梅吉氏と縁深い長泉町では小中学校で郷土
に偉業をなした人として命日を米山デーとして記念館
等の清掃奉仕活動をされています。
　梅吉氏亡き後、東京ロータリークラブで奨学事業が
立案され、スローガンに「1か月のタバコ代を節約して
留学生支援に。」と1952年に始まり目標260万円、２
年継続、最初の寄付者は翌年３月15日にアメリカの
ロータリアン、ウィリー・ネルソン氏でした。「米山基
金」と呼ばれ、奨学生は現地（外国）で先行されまし
た。第１号は養蚕学、果実の栽培と保存を学びたいと
タイのソムチャード・ラタナイ氏でした。当時は日本
の大学への入学手続き、渡航、入国の世話、外貨の支
払いも大蔵大臣（佐藤栄作）に申請、許可という時代
で苦労されたようです。

★奉仕の人と呼ばれる梅吉氏の生き方が「新隠居論」
にあります。
　一人の人生には機会が３つある。①千載一遇の機会
②人一代に必ず来る機会　③日常身辺に群がる千種
万様の小機会（見逃しやすい）
★隠居 
　・日本の隠居＝全世界から離れてしまう。人生に退

屈するような者は生きている資格がない。
　・西洋の隠居＝世の中と没交渉になるのではなく

て、隠居して為すべき仕事を見つけ出す。
　日本人も隠居を楽隠居の意味に解せず、西洋に学ば
なければならない。
★残っていることがある。
　それは「義務」。人間としての尽くすべき義務であ
る。
　それは「奉仕」。稼ぐ以外、職業以外に何か社会のた
めに奉仕するところがなくては、まだ人間としての
「義務」を充分に果たしたとは言えない。
★結論
　①西洋人の隠居後に為す仕事は社会のために尽くす
　ことである。
　②これを人間報恩の為と言うも可なりであろう。
　「義務」とは自らほとばしり出る自然な正義感、道
徳心、心、良心のこと、人間の本分を意味する
「Duty」で、外から力が加わり嫌々ながらさせられる
「Obligation」ではない。梅吉氏の「義務」は言葉を
換え「奉仕」になり、「人間報恩」の為、人々のために
何かを喜んでするすすめを大正３年（1914年）46歳で
既に考えていた。
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